
大
谷

歩
提
出

学
位
申
請
論
文
（
課
程
博
士
）

『
万
葉
集
の
恋
と
語
り
の
文
芸
史
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

大
谷
歩
提
出
論
文
「
万
葉
集
の
恋
と
語
り
の
文
芸
史
」
は
、『
万
葉
集
』
に
見
え
る
恋
の
物

語
り
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
作
品
の
成
立
す
る
状
況
を
文
芸
の
流
れ
の
中
に
捉
え
よ
う
と
す
る
論

で
あ
る
。『
万
葉
集
』
は
、
雑
歌
・
相
聞
歌
・
挽
歌
の
三
部
立
て
に
よ
り
分
類
さ
れ
て
い
る
最

古
の
歌
集
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
相
聞
歌
は
大
き
な
比
重
を
占
め
る
。
そ
こ
に
は
作
者
未
詳
の

多
く
の
恋
歌
と
と
も
に
、
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
た
恋
の
物
語
り
や
、
新
た
に
作
ら
れ
た
恋
の
物

語
が
含
ま
れ
て
い
る
。
本
論
文
は
、
こ
の
恋
の
物
語
り
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
作
品
群
を
文

芸
史
の
視
点
か
ら
論
じ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

全
体
の
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
序
論
」（
衢
本
論
の
目
的
と
方
法
、
衫
『
万
葉

─ １ ─



集
』
の
恋
と
語
り
に
関
す
る
研
究
史
、
袁
〈
由
縁
〉
を
め
ぐ
る
〈
古
物
語
り
〉
と
〈
今
物
語

り
〉、
衾
本
論
文
の
概
要
）、「
第
一
部

詞
か
ら
歌
へ
」
は
、「
第
一
章

真
間
手
児
名
伝
説
歌

の
形
成
―
「
過
」
と
「
詠
」
の
方
法
を
通
し
て
―
」（
第
一
節

は
じ
め
に
、
第
二
節

赤
人

の
「
過
」
の
歌
の
方
法
、
第
三
節

虫
麻
呂
の
「
詠
」
の
歌
の
方
法
、
第
四
節

お
わ
り

に
）、「
第
二
章

大
津
皇
子
伝
と
大
伯
皇
女
の
相
聞
歌
―
〈
内
乱
〉
を
め
ぐ
る
〈
今
物
語
り
〉

の
形
成
―
」（
第
一
節

は
じ
め
に
、
第
二
節

物
語
り
と
し
て
の
〈
大
津
皇
子
伝
〉
の
性
格
、

第
三
節
〈
大
津
皇
子
伝
〉
に
お
け
る
大
伯
皇
女
の
位
置
、
第
四
節
〈
今
物
語
り
〉
の
中
の
大

伯
皇
女
の
相
聞
歌
二
首
、
第
五
節

お
わ
り
に
）、「
第
三
章

朝
川
を
渡
る
女
―
但
馬
皇
女
を

め
ぐ
る
恋
物
語
り
の
形
成
―
」（
第
一
節

は
じ
め
に
、
第
二
節

但
馬
皇
女
の
歌
の
流
通

性
、
第
三
節
〈
引
用
〉
と
恋
歌
の
流
通
性
、
第
四
節
「
朝
川
を
渡
る
女
」
の
恋
の
物
語
り
の

成
立
、
第
五
節

お
わ
り
に
）、「
第
四
章
「
係
念
」
の
恋
―
安
貴
王
作
歌
と
左
注
の
位
置
付

け
―
」（
第
一
節

は
じ
め
に
、
第
二
節
「
係
念
」
の
訓
詁
と
注
釈
、
第
三
節

仏
典
語
「
係

念
」
と
左
注
の
意
図
、
第
四
節

安
貴
王
作
歌
と
左
注
の
位
置
付
け
、
第
五
節

お
わ
り
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に
）、「
第
五
章

嫉
妬
と
怨
情
―
古
代
日
中
文
学
の
愛
情
詩
と
主
題
の
形
成
―
」（
第
一
節

は
じ
め
に
、
第
二
節

古
代
中
国
の
棄
婦
詩
と
怨
情
詩
、
第
三
節

古
代
日
本
の
〈
嫉
妬
〉
の

歌
と
物
語
り
、
第
四
節

お
わ
り
に
）
の
全
五
章
に
よ
る
。「
第
二
部

由
縁
有
る
歌
と
語
り

の
形
成
」
は
、「
第
一
章

桜
児
・
縵
児
を
め
ぐ
る
歌
と
語
り
」（
第
一
節

は
じ
め
に
、
第
二

節

婚
姻
の
旧
俗
と
新
た
な
道
徳
観
、
第
三
節

桜
児
・
縵
児
の
死
の
理
由
、
第
四
節

桜
と

縵
を
め
ぐ
る
歌
と
〈
由
縁
〉、
第
五
節

お
わ
り
に
）、「
第
二
章

小
泊
瀬
山
を
め
ぐ
る
歌
と

語
り
―
そ
の
流
伝
的
性
格
の
形
成
に
つ
い
て
―
」（
第
一
節

は
じ
め
に
、
第
二
節
『
常
陸
国

風
土
記
』
の
「
小
泊
瀬
山
」
の
歌
、
第
三
節
「
小
泊
瀬
山
」
を
め
ぐ
る
歌
と
語
り
、
第
四
節

お
わ
り
に
）、「
第
三
章

怨
恨
歌
の
形
成
―
〈
棄
婦
〉
と
い
う
主
題
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
第

一
節

は
じ
め
に
、
第
二
節

主
題
と
し
て
の
〈
怨
恨
〉
の
歌
、
第
三
節
〈
怨
恨
〉
か
ら

〈
棄
婦
〉
へ
、
第
四
節

お
わ
り
に
）、「
第
四
章
「
係
恋
」
を
め
ぐ
る
恋
物
語
り
の
形
成
」

（
第
一
節

は
じ
め
に
、
第
二
節
「
係
恋
」
の
仏
典
語
と
し
て
の
理
解
、
第
三
節

仏
典
に

み
る
「
係
恋
」
の
語
の
性
格
、
第
四
節
「
係
恋
」
を
め
ぐ
る
恋
物
語
り
の
成
立
、
第
五
節
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お
わ
り
に
）、「
第
五
章

愚
な
る
娘
子
と
歌
物
語
り
の
形
成
―
「
児
部
女
王
の
嗤
へ
る
歌
」
を

め
ぐ
っ
て
―
」（
第
一
節

は
じ
め
に
、
第
二
節

尺
度
氏
の
娘
子
を
め
ぐ
る
妻
争
い
、
第
三

節

嗤
笑
歌
の
位
置
付
け
、
第
四
節
「
嗤
咲
」
と
「
愚
」
の
世
界
、
第
五
節

お
わ
り
に
）

の
全
五
章
に
よ
る
。
こ
れ
に
「
結
論
」
を
加
え
て
、
本
論
部
分
は
全
十
章
よ
り
構
成
さ
れ
て
い

る
。
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
第
一
部

詞
か
ら
歌
へ
」
は
、〈
古
物
語
り
〉
か
ら
〈
今
物
語
り
〉
へ
の
展
開
を
、
文
芸
史

的
視
点
を
加
え
作
品
の
史
的
成
立
と
そ
の
展
開
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

「
第
一
章

真
間
手
児
名
伝
説
歌
の
形
成
―
「
過
」
と
「
詠
」
の
方
法
を
通
し
て
―
」
は
、

葛
飾
の
真
間
手
児
名
の
墓
を
詠
ん
だ
山
部
赤
人
と
高
橋
虫
麻
呂
の
作
品
を
取
り
上
げ
、
赤
人
歌

の
題
詞
の
「
過
勝
鹿
真
間
娘
子
墓
」
と
あ
る
「
過
」
が
、
あ
る
場
所
を
過
ぎ
る
折
に
旧
跡
に
お

け
る
過
去
の
歴
史
や
伝
説
を
回
顧
し
、
そ
れ
ら
と
一
体
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
感
懐
を

述
べ
る
方
法
で
あ
り
、
抒
情
的
性
格
が
強
い
内
容
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
に
対
す
る
虫

麻
呂
歌
の
題
詞
は
「
詠
勝
鹿
真
間
娘
子
」
と
あ
り
、
こ
の
「
詠
」
は
『
文
選
』
の
「
詠
史
」
に
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み
ら
れ
る
実
在
の
人
物
あ
る
い
は
伝
説
上
の
人
物
の
人
生
や
そ
の
歴
史
を
詩
に
託
し
、
詠
み
上

げ
る
方
法
に
接
近
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
二
つ
の
作
品
に
は
、
旅
の
途
次
で
〈
古

物
語
り
〉
が
再
生
産
さ
れ
る
状
況
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
第
二
章

大
津
皇
子
伝
と
大
伯
皇
女
の
相
聞
歌
―
〈
内
乱
〉
を
め
ぐ
る
〈
今
物
語
り
〉
の

形
成
―
」
は
、〈
大
津
皇
子
伝
〉
の
存
在
を
想
定
し
、
そ
こ
に
参
画
す
る
大
伯
皇
女
相
聞
歌
二

首
の
位
置
付
け
を
行
う
。
大
津
皇
子
の
伝
は
、『
日
本
書
紀
』『
懐
風
藻
』『
万
葉
集
』
に
見
ら

れ
、『
万
葉
集
』
に
は
同
母
姉
で
あ
る
大
伯
皇
女
の
歌
が
、
大
津
皇
子
と
の
関
わ
り
で
の
み
み

ら
れ
、「
大
津
皇
子
竊
下
伊
勢
神
宮
上
来
時
」
の
歌
は
、
姉
弟
の
密
通
の
時
、
あ
る
い
は
大
津

皇
子
謀
反
事
件
の
時
の
歌
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
題
詞
の
「
竊
」
の
字
は
、
他
の
作
品
か
ら

「
竊
通
」
を
示
す
語
で
あ
り
、
そ
れ
を
大
津
皇
子
伝
に
重
ね
る
と
、〈
密
通
〉
の
相
は
石
川
郎

女
と
の
「
竊
婚
」
が
担
い
、〈
内
乱
〉
の
相
は
伊
勢
神
宮
へ
の
「
竊
下
」
が
担
っ
て
い
る
と
指

摘
し
、
そ
こ
に
〈
大
津
皇
子
伝
〉
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
、
そ
こ
に
は
悲
劇
の
英
雄
の
〈
古
物

語
り
〉
の
型
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
近
時
の
悲
劇
の
皇
子
の
〈
今
物
語
り
〉
と
し
て
成
立
し
た
こ

─ ５ ─



と
、
姉
大
伯
皇
女
相
聞
歌
も
ま
た
、
こ
の
悲
劇
へ
の
予
感
と
、
弟
に
対
す
る
姉
と
し
て
の
愛
情

を
う
た
う
作
品
と
し
て
、〈
大
津
皇
子
伝
〉
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
る
。

第
三
章
「
朝
川
を
渡
る
女
―
但
馬
皇
女
を
め
ぐ
る
恋
物
語
り
の
形
成
―
」
は
、
巻
二
の
但
馬

皇
女
の
相
聞
歌
三
首
を
対
象
と
し
、
こ
こ
に
展
開
す
る
皇
女
の
恋
歌
と
語
り
の
形
成
を
考
察
す

る
。
当
該
の
作
品
は
題
詞
と
歌
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
物
語
り
性
の
強
い
作
品
と
し
て
理
解
さ

れ
て
き
た
が
、
本
論
文
で
は
こ
の
作
品
が
〈
古
物
語
り
〉
か
ら
〈
今
物
語
り
〉
へ
の
展
開
の
状

況
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
想
定
し
、
三
首
の
歌
の
形
成
を
〈
類
型
〉
と
〈
引
用
〉
と
い
う
方
法

か
ら
考
察
す
る
。
三
首
の
特
徴
と
し
て
歌
句
の
一
致
や
類
似
に
よ
っ
て
歌
の
性
格
を
規
定
す
る

〈
類
型
〉
と
、
特
定
の
言
葉
を
詠
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
あ
る
物
語
り
を
想
起
さ
せ
る
〈
引

用
〉
の
方
法
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
、〈
引
用
〉
と
い
う
方
法
は
、
一
つ
の
典
拠
を
引

き
出
し
、〈
類
型
〉
に
よ
り
示
唆
さ
れ
る
恋
情
の
普
遍
性
を
導
く
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
、
そ

れ
は
過
去
の
〈
古
物
語
り
〉
を
引
き
出
し
て
重
ね
る
こ
と
で
、
新
た
な
物
語
り
を
予
想
さ
せ
る

方
法
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
三
首
目
の
「
朝
川
渡
る
」
の
歌
は
、
こ
れ
ら
の
恋
歌
の
伝
統

─ ６ ─



か
ら
逸
脱
し
、〈
類
型
〉
に
も
〈
引
用
〉
に
も
拠
ら
な
い
こ
と
、
そ
れ
は
但
馬
皇
女
と
い
う
存

在
が
作
品
形
成
の
根
拠
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
の
だ
と
し
、
そ
こ
に
〈
古
物
語
り
〉
か
ら
の

脱
却
が
あ
り
、〈
今
物
語
り
〉
の
成
立
が
あ
っ
た
と
結
論
し
た
上
で
、
文
芸
史
の
上
か
ら
〈
古

物
語
り
〉
か
ら
〈
今
物
語
り
〉
へ
の
過
渡
的
状
況
を
示
す
作
品
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
と
指

摘
す
る
。

第
四
章
「『
係
念
』
の
恋
―
安
貴
王
作
歌
と
左
注
の
位
置
付
け
―
」
は
、
巻
四
の
安
貴
王
作

歌
の
左
注
に
み
え
る
「
係
念
」
の
語
に
注
目
し
て
、
安
貴
王
の
〈
今
物
語
り
〉
と
し
て
の
悲
恋

物
語
り
の
形
成
を
考
え
る
論
で
あ
る
。
左
注
で
は
王
の
采
女
へ
の
愛
情
を
「
係
念
極
甚
、
愛
情

尤
盛
」
と
説
明
し
、「
係
念
」
の
語
は
集
中
孤
例
で
あ
り
、
小
島
憲
之
氏
に
よ
り
仏
典
語
で
あ

る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
作
品
理
解
に
反
映
さ
せ
る
試
み
は
な
く
、
本
論
文
は
左
注

の
「
係
念
」
を
仏
典
語
と
し
て
捉
え
直
し
、
当
該
作
品
の
位
置
付
け
を
試
み
る
。
仏
典
語
「
係

念
」
は
、
第
一
に
〈
仏
へ
の
専
心
〉
で
あ
り
、
第
二
に
〈
色
欲
へ
の
迷
い
の
戒
め
〉
を
説
く
修

行
法
で
あ
る
が
、
当
該
左
注
の
「
係
念
」
は
、
こ
の
二
つ
の
意
味
を
受
け
取
り
な
が
ら
も
、
第
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一
の
〈
仏
へ
の
専
心
〉
は
〈
采
女
へ
の
専
心
〉
へ
と
転
換
さ
れ
、
第
二
の
〈
色
欲
へ
の
迷
い
の

戒
め
〉
は
〈
采
女
へ
の
迷
い
〉
へ
と
転
換
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
仏
典
語
の

「
係
念
」
の
意
味
を
引
き
取
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
采
女
へ
の
専
心
と
采
女
へ
の
愛
情
の
深
さ

へ
と
変
質
さ
せ
る
転
換
は
、
仏
典
語
「
係
念
」
を
十
分
に
理
解
し
た
用
法
で
あ
っ
た
こ
と
、
男

女
の
愛
を
徹
底
し
て
排
除
す
る
仏
教
思
想
と
対
峙
す
る
こ
と
で
、
よ
り
強
い
男
女
の
愛
情
の
物

語
り
へ
と
展
開
さ
せ
た
の
が
安
貴
王
の
恋
で
あ
り
、
そ
れ
は
今
に
生
き
る
人
物
を
主
人
公
と
し

た
〈
今
物
語
り
〉
と
し
て
の
性
格
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
す
る
。

第
五
章
「
嫉
妬
と
怨
情
―
古
代
日
中
文
学
の
愛
情
詩
と
主
題
の
形
成
―
」
は
、
古
代
日
中
文

学
の
〈
嫉
妬
〉
と
〈
怨
情
〉
の
詩
歌
を
取
り
上
げ
、
愛
情
に
ま
つ
わ
る
文
学
の
形
成
の
状
況
を
、

比
較
研
究
の
方
法
を
通
し
て
考
察
す
る
。
古
代
中
国
文
学
に
は
棄
婦
詩
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ

が
後
に
〈
怨
情
〉
の
詩
歌
を
生
み
出
し
て
ゆ
く
状
況
を
、『
詩
経
』
国
風
歌
謡
や
『
玉
台
新

詠
』
の
古
詩
に
求
め
、
そ
こ
で
は
〈
棄
婦
〉
で
あ
る
自
ら
の
運
命
を
受
け
入
れ
、
夫
へ
の
怨
み

の
情
を
述
べ
る
こ
と
は
な
い
こ
と
、
こ
れ
は
班
昭
の
「
女
誡
」
に
み
る
よ
う
な
儒
教
的
道
徳
観
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に
よ
る
態
度
で
あ
ろ
う
と
想
定
し
、
六
朝
情
詩
に
至
る
と
閨
房
の
中
で
訪
れ
な
い
夫
を
嘆
く

〈
怨
情
〉
の
詩
へ
と
至
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
怨
恨
が
主
題
化
さ
れ
る
状
況
が
み
ら
れ
る
の
だ
と

す
る
。
古
代
日
本
文
学
で
は
中
国
文
学
が
理
解
さ
れ
な
が
ら
も
、
一
方
に
〈
嫉
妬
〉
の
文
学
が

存
在
す
る
こ
と
、
そ
こ
に
は
中
国
の
詩
が
夫
婦
関
係
を
基
本
と
し
て
愛
情
詩
が
成
立
し
て
い
る

が
、
古
代
日
本
で
は
男
性
が
複
数
の
女
性
と
関
係
を
持
つ
、
妻
問
い
婚
の
中
に
男
女
の
愛
情
関

係
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
の
違
い
が
あ
り
、
自
分
の
み
を
愛
さ
な
い
男
を
不
実
な
男
と
し
て
批

判
し
、
磐
姫
皇
后
の
よ
う
に
激
し
く
〈
嫉
妬
〉
を
す
る
女
性
は
、
愛
す
る
男
性
を
独
占
し
た
い

と
い
う
思
い
が
あ
り
、
そ
れ
が
〈
嫉
妬
〉
と
い
う
感
情
を
生
む
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
れ

は
同
時
に
嫉
妬
の
感
情
に
苛
ま
れ
る
苦
し
み
を
抱
え
込
む
こ
と
に
も
な
り
、
そ
の
葛
藤
の
中
で

女
歌
の
〈
内
省
〉
を
導
い
て
い
く
の
で
あ
る
と
結
論
す
る
。

第
二
部
は
「
由
縁
有
る
歌
と
語
り
の
形
成
」
と
題
し
て
、
巻
十
六
に
み
ら
れ
る
〈
由
縁
〉
を

持
つ
男
女
の
恋
や
結
婚
に
ま
つ
わ
る
歌
と
語
り
を
対
象
と
し
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
特
殊
な
用
語

に
着
目
し
作
品
の
形
成
を
論
じ
る
。
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第
一
章
「
桜
児
・
縵
児
を
め
ぐ
る
歌
と
語
り
」
は
、
巻
十
六
冒
頭
の
桜
児
・
縵
児
の
歌
と
物

語
り
を
取
り
上
げ
、
複
数
の
男
か
ら
求
婚
さ
れ
た
女
性
が
死
を
選
ぶ
理
由
と
、
男
た
ち
が
詠
む

歌
の
〈
由
縁
〉
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
の
物
語
り
を
神
の
妻
の
時
代
か
ら
人
間
の
時
代
へ
と

移
行
す
る
段
階
に
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
を
想
定
し
、
桜
児
・
縵
児
の
死
の
理
由
は
、
複
数
の
男
性

か
ら
激
し
く
求
婚
さ
れ
る
と
い
う
異
常
な
状
況
が
あ
り
、
そ
れ
は
本
人
の
意
志
に
拘
わ
ら
ず
、

結
果
的
に
共
同
体
か
ら
は
「
男
を
惑
わ
せ
る
淫
ら
な
女
」
と
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
は
共
同
体
の

秩
序
を
乱
す
存
在
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
と
し
て
、
そ
の
結
果
、
自
ら

死
を
選
ん
だ
と
す
る
。
こ
れ
は
二
人
が
人
間
の
側
に
属
す
こ
と
で
悲
劇
が
生
ま
れ
た
の
で
あ

り
、
そ
の
悲
劇
的
な
死
に
男
た
ち
は
桜
や
縵
を
よ
す
が
と
す
る
歌
を
残
す
こ
と
で
、
彼
女
た
ち

の
美
し
さ
と
共
に
、
桜
と
縵
の
美
し
さ
の
起
源
伝
説
と
し
て
、
年
毎
に
語
り
継
が
れ
る
〈
由

縁
〉
を
持
つ
歌
と
し
て
成
立
し
た
の
だ
と
結
論
す
る
。

第
二
章
「
小
泊
瀬
山
を
め
ぐ
る
歌
と
語
り
―
そ
の
流
伝
的
性
格
の
形
成
に
つ
い
て
―
」
は
、

『
万
葉
集
』
巻
十
六
と
『
常
陸
国
風
土
記
』
に
み
ら
れ
る
「
小
泊
瀬
山
」
の
歌
を
め
ぐ
っ
て
、
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そ
れ
ぞ
れ
の
歌
と
語
り
の
形
成
の
状
況
を
論
じ
る
。
二
首
に
共
通
す
る
「
小
泊
瀬
山
の
石
城
」

は
、
男
女
が
「
隠
る
」
場
所
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
恋
に
ま
つ
わ
る
何
ら
か
の
比
喩
が
あ
る
と
推

測
す
る
。『
常
陸
国
風
土
記
』
の
場
合
は
、
古
老
伝
承
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
山
賊
で
あ
っ
た
油

置
売
命
の
魂
を
慰
め
る
歌
と
し
て
成
立
し
、「
石
屋
」
が
歌
と
物
語
り
と
を
結
ぶ
よ
す
が
と
な

る
場
所
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
す
る
。
巻
十
六
の
場
合
も
、
男
女
の
恋
に
お
け
る
比
喩
と

捉
え
ら
れ
、
歌
は
左
注
に
よ
れ
ば
弱
腰
に
な
っ
た
男
に
対
し
て
贈
っ
た
女
の
歌
で
あ
り
、
女
は

か
け
お
ち
や
情
死
を
も
辞
さ
な
い
覚
悟
を
、「
小
泊
瀬
山
の
石
城
に
隠
る
」
と
表
現
し
た
と
す

る
。
い
わ
ば
、「
小
泊
瀬
山
の
石
城
」
と
は
、
世
間
か
ら
指
弾
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
男

女
が
、
最
後
に
逃
げ
隠
れ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
、
そ
れ
は
成
語
（
慣
用
語
）
と
し
て

存
在
し
た
こ
と
を
論
じ
る
。
そ
れ
は
、
窃
か
に
恋
を
し
た
男
女
の
行
き
着
く
場
所
と
し
て
の
比

喩
と
考
え
ら
れ
、
共
通
の
理
解
を
も
っ
た
成
語
が
「
小
泊
瀬
山
の
石
城
に
隠
る
」
こ
と
で
あ

り
、
歌
は
そ
れ
ぞ
れ
の
男
女
の
恋
の
事
情
に
応
じ
て
歌
に
詠
ま
れ
た
も
の
と
結
論
す
る
。

第
三
章
「
怨
恨
歌
の
形
成
―
〈
棄
婦
〉
と
い
う
主
題
を
め
ぐ
っ
て
―
」
は
、
巻
十
六
に
載
る
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男
に
棄
て
ら
れ
た
女
の
怨
恨
の
歌
二
首
と
そ
の
語
り
を
め
ぐ
っ
て
、〈
怨
恨
〉
と
〈
棄
婦
〉
を

鍵
語
に
作
品
の
形
成
を
考
察
す
る
。
こ
う
し
た
作
品
成
立
の
背
後
に
棄
て
ら
れ
た
女
に
よ
る

〈
怨
恨
〉
と
い
う
主
題
が
あ
り
、
女
が
い
か
に
し
て
男
と
の
破
局
に
向
き
合
っ
た
の
か
を
語
ろ

う
と
し
て
い
る
意
図
が
窺
わ
れ
る
と
す
る
。
そ
う
し
た
主
題
は
中
国
の
棄
婦
詩
に
も
み
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
大
伴
坂
上
郎
女
の
「
怨
恨
の
歌
」
を
取
り
上
げ
、
こ
の
歌
が
破
局
へ
の
懼
れ
を
抱

き
な
が
ら
も
、
一
方
で
は
訪
れ
の
期
待
も
残
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
不
安
と
葛
藤
の
中
に
存
在
す

る
歌
で
あ
る
が
、
当
該
作
品
の
娘
子
は
「
寵
薄
れ
た
る
」
こ
と
で
「
寄
物
」
を
返
却
さ
れ
、
ま

た
夫
が
「
他
妻
を
娶
」
っ
て
「
裹
物
」
の
み
を
贈
っ
て
き
た
こ
と
で
破
局
が
確
実
と
な
っ
た
時

の
歌
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
は
〈
棄
婦
〉
の
主
題
が
明
確
に
現
れ
て
い
て
、
待
つ
女
か
ら

怨
む
女
へ
と
い
う
、
女
性
の
心
的
態
度
を
映
し
出
し
た
作
品
で
あ
る
と
結
論
す
る
。

第
四
章
「『
係
恋
』
を
め
ぐ
る
恋
物
語
り
の
形
成
」
は
、
巻
十
六
の
「
夫
の
君
に
恋
ひ
た
る

歌
」
と
い
う
同
じ
題
詞
を
持
つ
二
つ
の
作
品
を
取
り
上
げ
る
。
一
つ
は
長
反
歌
と
或
本
の
反
歌

と
い
う
構
成
で
、
左
注
に
は
車
持
娘
子
が
夫
の
通
い
が
途
絶
え
た
こ
と
で
病
に
臥
し
、
死
ぬ
間
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際
に
訪
れ
た
夫
に
歌
を
詠
み
掛
け
た
が
身
ま
か
っ
た
と
い
う
〈
由
縁
〉
を
持
つ
歌
で
、
娘
子
が

夫
に
対
し
て
抱
い
た
恋
情
を
「
係
恋
傷
心
」
と
い
う
。
も
う
一
つ
は
、
左
注
に
佐
為
王
の
近
習

の
婢
が
宿
直
で
夫
に
逢
え
ず
、
夢
に
夫
の
姿
を
見
た
が
触
れ
得
ず
、
咽
び
泣
き
な
が
ら
歌
を
詠

ん
だ
と
こ
ろ
、
歌
を
聞
い
た
王
が
宿
直
を
免
除
し
た
と
い
う
〈
由
縁
〉
を
持
つ
歌
で
、
婢
の
夫

へ
の
思
い
を
「
係
恋
実
深
」
と
い
う
。
こ
の
二
つ
の
「
係
恋
」
の
語
は
仏
典
語
で
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、
小
島
氏
は
仏
典
語
と
し
て
の
意
識
は
稀
薄
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
本
論

文
で
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
に
十
数
例
し
か
み
ら
れ
な
い
特
殊
な
言
葉
で
あ
り
、
仏
典
語
の

意
味
か
ら
一
般
化
さ
れ
た
言
葉
と
し
て
扱
う
に
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
し
、
仏
典
語
「
係

恋
」
の
用
例
を
分
析
し
て
、
そ
こ
に
は
、
漓
思
慕
、
滷
愛
着
、
澆
執
着
の
三
つ
の
意
味
を
見
出

し
、
当
該
の
二
作
品
は
、
滷
の
愛
着
に
そ
の
意
味
を
求
め
、
こ
の
語
を
『
万
葉
集
』
の
恋
物
語

り
に
使
用
す
る
時
に
、
こ
れ
が
仏
典
語
で
あ
る
こ
と
を
充
分
に
理
解
し
た
上
で
、
仏
典
語
の
意

味
を
転
換
さ
せ
、
男
女
の
強
い
愛
情
を
表
現
す
る
言
葉
と
し
て
用
い
た
も
の
で
あ
る
と
結
論
す

る
。
そ
こ
に
は
、『
万
葉
集
』
の
男
女
の
恋
の
語
り
が
仏
教
の
時
代
に
入
り
、
仏
の
説
く
愛
の
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執
着
へ
の
戒
め
と
、
男
女
が
尊
重
す
る
愛
へ
の
執
着
と
が
対
峙
す
る
段
階
へ
と
至
っ
て
い
る
状

況
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
す
る
。

第
五
章
「
愚
な
る
娘
子
と
歌
物
語
り
の
形
成
―
『
児
部
女
王
の
嗤
へ
る
歌
』
を
め
ぐ
っ

て
―
」
は
、
巻
十
六
の
「
児
部
女
王
の
嗤
へ
る
歌
」
の
左
注
に
み
え
る
「
愚
」
と
し
て
「
嗤

咲
」
さ
れ
る
娘
子
の
物
語
り
と
、
児
部
女
王
の
嗤
笑
歌
を
対
象
と
す
る
。
こ
の
娘
子
は
、「
高

姓
美
人
」
の
「
誂
」
を
拒
否
し
、「
下
姓
�
士
」
の
「
誂
」
を
許
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
こ

と
を
女
王
が
「
愚
」
と
し
て
「
嗤
咲
」
し
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
問
題
と
し
て
、
こ
こ
に
は
妻

争
い
の
話
型
を
背
景
と
し
て
い
る
こ
と
、
し
か
し
、
娘
子
が
一
方
の
男
を
選
択
し
た
こ
と
で
そ

の
話
型
か
ら
の
逸
脱
が
読
み
取
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
娘
子
の
選
択
を
女
王
は
「
愚
」
と
し

て
「
嗤
咲
」
す
る
が
、
こ
の
「
嗤
咲
」
は
漢
語
「
嗤
笑
」
と
同
義
で
あ
り
、
こ
れ
は
仏
典
に
散

見
さ
れ
る
語
で
あ
る
と
し
、
仏
典
語
「
嗤
笑
」
は
、『
百
喩
経
』
な
ど
に
世
間
の
常
識
か
ら
外

れ
た
、
道
理
を
わ
き
ま
え
な
い
愚
行
に
向
け
ら
れ
る
笑
い
と
し
て
み
え
、
女
王
も
世
間
の
道
理

を
弁
え
な
い
、
非
常
識
な
選
択
を
し
た
娘
子
を
「
愚
」
と
し
て
「
嗤
咲
」
し
た
の
で
あ
る
と
す
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る
。
い
わ
ば
、
女
王
が
「
高
姓
美
人
」
を
選
択
す
べ
き
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
は
、
当
時
の
社

会
常
識
を
価
値
と
す
る
態
度
で
あ
る
が
、
娘
子
は
男
の
容
貌
で
も
身
分
で
も
な
く
、「
下
姓
�

士
」
に
見
出
し
た
真
の
愛
情
を
価
値
と
し
た
こ
と
に
よ
る
選
択
で
あ
る
と
結
論
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
論
文
は
第
一
部
で
は
〈
古
物
語
り
〉
か
ら
〈
今
物
語
り
〉
へ
と
い
う
、

『
万
葉
集
』
の
恋
物
語
り
に
お
け
る
歴
史
的
展
開
を
論
じ
、
第
二
部
で
は
〈
古
物
語
り
〉
を
背

景
に
持
ち
な
が
ら
も
〈
今
物
語
り
〉
の
中
に
あ
ら
わ
れ
る
歌
に
ま
つ
わ
る
〈
由
縁
〉
の
内
実

を
、
漢
語
や
仏
典
語
な
ど
の
特
殊
な
言
葉
に
注
目
し
な
が
ら
論
じ
る
。

論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

大
谷
歩
提
出
論
文
「
万
葉
集
の
恋
と
語
り
の
文
芸
史
」
は
、『
万
葉
集
』
に
み
る
男
女
の
恋

を
主
題
と
し
た
歌
と
語
り
の
成
立
と
、
そ
の
史
的
展
開
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
本
論
文
で
は
物
語
り
形
成
の
歴
史
を
、〈
古
物
語
り
〉
か
ら
〈
今
物
語
り
〉
へ
と
い
う
流
れ
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を
想
定
し
、
そ
れ
を
〈
文
芸
史
〉
の
視
点
か
ら
位
置
付
け
る
こ
と
を
試
み
る
。
こ
こ
に
い
う

〈
文
芸
史
〉
と
は
、
小
西
甚
一
氏
の
「
日
本
文
芸
に
は
、
日
本
固
有
の
性
質
と
外
国
文
化
と
の

接
触
に
よ
り
変
化
さ
せ
ら
れ
た
性
質
と
が
あ
り
、
両
者
が
結
び
つ
い
て
『
日
本
文
芸
の
特
質
』

を
形
成
し
て
い
る
」
と
い
う
考
え
に
依
拠
し
、
外
国
文
学
と
の
対
比
に
よ
り
見
出
さ
れ
る
特
徴

を
日
本
文
芸
の
特
質
と
し
、
そ
れ
を
史
的
に
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
本
論
文
の

〈
文
芸
史
〉
は
、
中
国
文
学
と
の
対
比
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
通
し
て
『
万
葉
集
』

の
中
の
恋
の
物
語
史
と
も
い
え
る
恋
愛
の
歴
史
を
、
個
々
の
作
品
を
通
し
て
体
系
化
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
方
法
と
し
て
、
一
、
神
々
の
愛
の
歌
と
物
語
り
が
、
人
の
世

へ
移
行
す
る
際
に
生
じ
た
愛
の
悲
劇
の
歴
史
に
視
点
を
向
け
、
そ
れ
を
文
芸
史
の
方
法
に
よ
っ

て
追
求
す
る
こ
と
、
二
、
男
女
の
愛
の
成
就
と
挫
折
の
物
語
り
に
見
出
さ
れ
る
、
特
殊
な
漢
語

・
仏
典
語
に
注
目
し
、
そ
れ
を
文
芸
史
と
し
て
追
求
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
を

前
提
に
本
論
文
は
展
開
す
る
が
、
以
下
、
本
論
文
の
い
く
つ
か
の
章
に
触
れ
て
、
そ
の
妥
当
性

と
課
題
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

─ １６ ─



第
一
部
の
第
一
章
「
真
間
手
児
名
伝
説
歌
の
形
成
―
『
過
』
と
『
詠
』
の
方
法
を
通
し

て
―
」
は
、
地
方
の
真
間
手
児
名
伝
説
を
素
材
と
す
る
山
部
赤
人
歌
と
高
橋
虫
麻
呂
歌
の
歌
を

取
り
上
げ
、
赤
人
の
は
娘
子
の
墓
を
「
過
き
る
」
時
の
歌
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
れ
が

「
過
去
の
記
憶
や
歴
史
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
作
歌
契
機
と
な
り
、
そ
の
旧
跡
に
お
け
る

過
去
の
歴
史
や
伝
説
を
回
顧
し
、
そ
れ
ら
と
一
体
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
感
懐
を
述

べ
る
方
法
」
で
あ
り
、
虫
麻
呂
の
は
娘
子
の
墓
を
「
詠
む
」
歌
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
れ

は
「
詠
史
」
の
方
法
に
よ
り
導
か
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
詠
史
は
中
国
詩
に
お
い
て
過
去
の
人

物
や
伝
説
の
人
物
の
人
生
や
歴
史
を
詩
に
託
す
も
の
で
あ
り
、
虫
麻
呂
の
歌
は
「
詠
物
」
の
方

法
を
取
り
な
が
ら
も
、
娘
子
の
容
姿
や
人
生
を
詳
細
に
描
写
す
る
の
は
、
伝
説
の
人
物
で
あ
る

娘
子
を
現
実
に
存
在
し
た
歴
史
と
し
て
描
く
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
結
論
す
る
。
赤

人
の
題
詞
の
「
過
」
が
、
柿
本
人
麻
呂
に
見
ら
れ
る
用
法
で
あ
り
、
そ
れ
は
史
実
を
叙
事
的
に

詠
む
の
で
は
な
く
、「
見
れ
ば
悲
し
も
」
と
い
う
感
懐
へ
と
向
か
う
の
を
特
質
と
し
て
い
て
、

赤
人
の
「
過
」
が
そ
れ
と
一
体
と
な
り
、
自
ら
の
感
懐
を
述
べ
る
方
法
で
あ
り
、
虫
麻
呂
の
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「
詠
」
は
、
中
国
詩
の
「
詠
史
」
が
意
図
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
人
物
を
描
写
す
る
表
現
が
見

ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
十
分
に
妥
当
で
あ
ろ
う
。

第
四
章
「『
係
念
』
の
恋
―
安
貴
王
作
歌
と
左
注
の
位
置
付
け
―
」
は
、
安
貴
王
が
八
上
采

女
を
娶
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
勅
断
に
よ
り
不
敬
の
罪
を
得
て
、
別
離
さ
せ
ら
れ
た
時
に
王
が
詠

ん
だ
と
い
う
歌
を
対
象
と
し
て
、
左
注
に
み
え
る
「
係
念
」
の
語
に
注
目
す
る
。
こ
の
語
は
出

典
不
明
と
さ
れ
て
い
た
が
、
小
島
憲
之
氏
に
よ
り
仏
典
語
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
の
を
受

け
て
、
仏
典
か
ら
多
く
の
「
係
念
」
の
語
を
取
り
上
げ
て
分
析
し
、「
係
念
」
と
は
修
道
者
が

仏
に
専
心
す
る
こ
と
、
愛
欲
を
除
く
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
見
出
し
、
安
貴
王
歌
の
左
注
の
「
係

念
」
と
は
、〈
仏
へ
の
専
心
〉
か
ら
〈
采
女
へ
の
専
心
〉
へ
と
転
換
さ
れ
て
い
る
こ
と
、「
係

念
」
に
よ
る
〈
色
欲
へ
の
迷
い
の
戒
め
〉
か
ら
〈
采
女
へ
の
色
欲
の
迷
い
〉
へ
と
転
換
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
こ
に
安
貴
王
が
采
女
へ
専
心
し
た
結
果
と
し
て
罪
を
得
た
と
い
う
恋

物
語
り
が
成
立
し
た
の
だ
と
す
る
。
今
日
で
も
「
係
念
」
の
語
の
意
味
は
「
恋
す
る
こ
と
」
と

理
解
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
仏
典
語
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
、
こ
の
作
品
の
意
義
が
明
解
に
理
解
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さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
き
わ
め
て
意
欲
的
な
論
で
あ
る
と
い
え
る
。

第
二
部
の
第
一
章
「
桜
児
・
縵
児
を
め
ぐ
る
歌
と
語
り
」
は
、
複
数
の
男
性
か
ら
求
婚
さ
れ

て
自
死
す
る
女
の
物
語
り
を
対
象
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
神
の
妻
の
時
代
か
ら
人
間
の
時
代
へ
と

移
行
す
る
段
階
に
あ
ら
わ
れ
た
悲
劇
の
〈
古
物
語
り
〉
で
あ
っ
た
と
想
定
し
、
律
令
以
前
の
妻

問
い
婚
を
継
承
し
な
が
ら
、
や
が
て
律
令
時
代
の
新
た
な
儒
教
思
想
に
基
づ
く
家
族
制
度
の
出

現
に
よ
り
、
理
想
的
な
妻
の
行
い
を
規
範
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
、
そ
の
こ
と
か
ら

古
代
の
結
婚
に
は
、
漓
社
会
や
世
間
の
習
慣
を
守
り
、
親
族
か
ら
認
知
さ
れ
て
結
婚
す
る
こ
と

を
一
般
と
し
な
が
ら
も
、
滷
親
か
ら
も
世
間
か
ら
も
認
知
さ
れ
ず
、
一
人
の
女
と
し
て
ひ
そ
か

な
結
婚
（
自
由
婚
）
へ
と
向
か
う
者
、
と
い
う
二
つ
の
系
統
が
認
め
ら
れ
、
桜
児
・
縵
児
の
死

は
、
漓
に
あ
り
な
が
ら
も
、
世
間
の
男
た
ち
に
騒
が
れ
る
こ
と
で
滷
の
状
況
が
生
じ
た
こ
と
に

よ
る
悲
劇
で
あ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
、
こ
の
物
語
り
は
桜
と
縵
が
な
ぜ
求
め
ら
れ
た
の
か
の
理

由
を
語
る
起
源
譚
と
し
て
、
こ
の
悲
劇
の
物
語
り
が
生
成
さ
れ
た
こ
と
、
当
該
作
品
は
、
こ
の

二
重
の
〈
由
縁
〉
を
持
つ
歌
と
し
て
成
立
し
た
の
だ
と
結
論
す
る
。
宴
楽
で
桜
や
縵
を
挿
頭
と
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し
て
楽
し
む
風
流
を
求
め
た
人
々
の
中
に
、
桜
や
縵
の
美
し
さ
と
そ
の
哀
惜
が
あ
り
、
そ
れ
ら

が
こ
の
よ
う
な
物
語
り
を
生
み
出
し
た
と
す
る
の
は
妥
当
で
あ
り
、
新
た
な
見
解
と
し
て
注
目

さ
れ
る
。

第
五
章
「
愚
な
る
娘
子
と
歌
物
語
り
の
形
成
―
『
児
部
女
王
の
嗤
へ
る
歌
』
を
め
ぐ
っ

て
―
」
は
、
貴
公
子
と
の
結
婚
を
断
り
、
醜
い
男
を
選
択
し
た
娘
子
に
対
し
て
、
児
部
女
王
が

愚
と
し
て
嗤
笑
し
た
話
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
こ
の
愚
と
嗤
笑
に
注
目
し
、
こ
れ
が
仏
典
語
に

因
る
こ
と
を
確
認
し
、
こ
の
話
が
『
百
喩
経
』
に
み
え
る
愚
人
の
例
話
を
喩
と
し
て
嗤
笑
す
る

型
を
踏
ま
え
、
当
該
作
品
は
『
百
喩
経
』
の
《
愚
―
嗤
笑
―
喩
》
と
等
し
い
話
形
を
持
つ
こ
と

で
成
立
し
た
こ
と
を
結
論
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
常
識
的
な
結
婚
（
地
位
・
物
質
）
に
価

値
を
見
出
す
女
王
の
立
場
と
、
世
間
か
ら
笑
わ
れ
る
結
婚
（
愛
・
誠
）
に
価
値
を
見
出
す
女
の

立
場
と
が
相
克
し
、
そ
れ
は
こ
の
時
代
の
結
婚
観
を
示
す
物
語
り
で
あ
り
、
ま
さ
に
〈
今
物
語

り
〉
と
し
て
成
立
し
た
と
す
る
の
は
、
論
証
も
行
き
届
き
勝
れ
た
論
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
論
文
の
独
自
性
は
、『
万
葉
集
』
に
見
る
恋
の
物
語
り
を
、
一
に
、〈
古
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物
語
り
〉
か
ら
〈
今
物
語
り
〉
へ
の
展
開
と
し
て
捉
え
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
二
に
、
そ
れ
ら
の

恋
の
物
語
り
に
見
え
る
漢
語
や
仏
教
語
の
意
味
を
検
討
し
、
作
品
解
釈
に
用
い
て
い
る
と
こ
ろ

に
あ
る
。
そ
の
上
で
こ
れ
ら
の
恋
の
物
語
り
を
文
芸
史
と
し
て
展
開
し
た
と
こ
ろ
に
あ
ろ
う
。

古
物
語
り
か
ら
今
物
語
り
へ
の
展
開
の
論
理
は
、
文
芸
史
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
有
効
に
働
い

て
い
る
と
い
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
現
在
の
『
万
葉
集
』
の
研
究
に
お
い
て
、
漢
語
や
仏
典
語
に

十
分
に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
そ
の
理
解
の
上
か
ら
作
品
そ
の
も
の
に
返
す
こ

と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
そ
の
説
得
性
を
持
つ
た
め
に
は
、
さ
ら
に
作
品
と
の
関
係
を
具
体
的

に
説
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
る
が
、
本
論
文
が
目

的
と
し
た
内
容
は
十
分
に
説
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
よ
っ
て
、
本
論
文
の
提
出
者
で
あ
る
大

谷
歩
は
、
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
授
与
せ
ら
れ
る
資
格
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
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平
成
二
十
七
年
二
月
十
四
日

主
査

國
學
院
大
學
教
授

辰

巳

正

明

◯印

副
査

國
學
院
大
學
准
教
授

谷

口

雅

博

◯印

副
査

東
洋
大
学
教
授

菊

地

義

裕

◯印

副
査

奈
良
大
学
教
授

上

野

誠

◯印
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大
谷

歩

学
力
確
認
の
結
果
の
要
旨

左
記
四
名
が
各
専
門
分
野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
力
確
認
の
試
験
を
行
っ
た
結
果
、
博
士
（
文

学
）の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
学
力
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

学
力
確
認
担
当
者主

査

國
學
院
大
學
教
授

辰

巳

正

明

◯印

副
査

國
學
院
大
學
准
教
授

谷

口

雅

博

◯印

副
査

東
洋
大
学
教
授

菊

地

義

裕

◯印

副
査

奈
良
大
学
教
授

上

野

誠

◯印
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